
発見的な学びを大切にした算数科学習

～グループ学習による関わり合いを通して～

宇田智津

子どもにとって「できる」「わかる」ことを重要視した学習だけでなく，子どもの興味 • 関心を高め，算数の楽し

さやおもしろさを感じさせることをねらいとした発見的な学びを大切にした算数科学習をすすめてきた。今年度は「A

数と計算」領域において，帰納的な考え方を育むための学習を展開するための教材開発だけでなく ，人数を変化させ

ながらペア学習やグループ学習を頻繁に取り入れた。その結果 一つの考え方だけでなく，多様な考え方ができるよ

うになり，論理的な考え方を導き出せるようになってきた。また，自分の思いや考えを容易に友だちに伝え合い，聞

き合うこ とで考えを深めていくことができるようになっt::aさらに学びを深めるために，グループ学習のもち方につ

いて今後の課題として残った3

キーワード： 発見的な学び・グ）に—プ学習 •他者とのかかわり ・ 帰納的な考え方・算数的活動

1 研究目的

符数科学習において，「できる」「わかる」ことは重要

視される。確かに獲得しなければいけない知識や技能は

小学校の段階ではたくさんあり，学年が上がるにつれ，

戯習学習内容を土台として学習が進められる場合がほと

んどである。しかし，知識の獲得や習熟を中心とした学

背に偏ってしまうと，算数の楽しさやおもしろさを感じ

ることが少なくなり，算数嫌いを生み出してしまう要因

になってしまう。そこで，子どもに「わかる」喜びだけ

でなく算数のおもしろさを実感させたいと考えた。その

ためには，発見的な学びを大切にしていく ことで箕数の

おも しろさや楽しさを味わわせるこ とができるのではな

いかと考え，研究をすすめていくこ とにしに

1 . 1 . 発見的な学びとは

本研究で述べている発見的な学びとは，主に帰納的な

考え方を育むことを重要視した学びのことである。帰納

的な考え方とは，次のように考える考え方である。

1) いくつかの場合を調べてみる。

2) それらの場合の間に同じようにみられるきま

りや性質を見つけだす。

3) そのきまりや性質が，調べているどの場合でも

成り立つだろうと予想する。

4) この予想したいつでも言えそうなことが本当

であることをより確かにするために，新しい場

合で確かめてみる。

帰納的な考え方を育むためにはまず，子どもの知的好

奇心が重要となると考える。「なぜだろう」「解決したい」

という気持ちが生まれることにより意欲的に課題に取り

組み，課顎が自分の問題へと変容していくからである。

また，子どもたちは既習内容を拠り所としながら試行

錯誤して考えていくであろう。そこから導き出した自分

の考えを絵や図，言葉式，教具など使って友だちに伝

えようとするであろう。考えを交流する中で，分類した

り整理したりしていく。発見的な学びとは，子どもたち

から表出された考えを比較 ・分類していく中できまりや

性質をみつけ，そのきまりを使って一般化していくこと

が出来ないか追究していく学びの姿を目指していきたい。

そのためには，友だちとの関わり合いが不可欠となって

くる。そして、友だちと意見を交流することで，新しい考え

を生みだしたり，同じようなことが言えるきまりや性質を見つ

け出したりするであろうと考える。

2 研究の方法

2. 1. グループ学習による関わり合い

本校算数部では『子どもがつなげる算数科学習 ～自

己内の 「ずれ」を認識して～』を研究テーマに掲げてい

る。子どもが自分の考えが変わったと感じるのは，友だ

ち（他者）との関わりの中で生じる。他者とのかかわり

をより多くもち，子ども自身が自分の考えの変容を感じ

させたいと思い，今までよりもグループ学習を頻繁に取

り入れることにした。グJV-ープ学習による関わりの中で

自己内のずれを感じるのは次のようなときである。

① 題材の意床は分かるが，見通しがもてないときに他

者からの手がかりをもとに考察することができると

き。

② 他者の考えを知り，自分の考えと比較し違いや共通

部分などを見出しながら解決の方法を探るとき。

③ 同じ考えでも拠り所とするものが異なることを知る

とき。

④ 考えを練りあうことで具体的な考え方から合理的な

考え方（一般化）へと繋げていくとき。

子どもたちは友だちと考えを聞き合う時に，自分の考
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えを基として比較していく。答えが同じでも考え方が違

ったり拠り所とするものが異なったりするときがあり，

思考のずれに気付いていく。そして，自分と友だちの考

えをつなげながら合理的な方法を導き出していく。しか

し，なかなか自分の考えを発表できない子どもや間違い

を恐れる子どもにとっては，クラス全体の場で自分の考

えを伝えることは容易でない。そこで，ペア学習やグル

ープ学習を頻繁に取り入れることにした。さらに，疑問

に感じたことや分かったことを話がしやすいように，個

人で思考する時間を除き，子ども一人一人に学習の見通

しをもたせたうえでグループで考えていく形態をとるよ

うにした。なぜなら，発言しにくい子にとって，少人数

の友だちになら自分の考えを伝えることができたり一人

の疑問がグループでの疑問として交流することができる

ようになったりするのではないかと考えたからである。

さらに，自らの問題解決による達成感も生まれ，算数の

おもしろさや楽しさに気付くであろうと考える。3年生

という発達段階からも考えて，ペア学習→ 3人のグルー

プ学習→4人のグループ学習と段階を踏み，グループ学

習の様子を検証したいと考える。

2 発見的な学びの実現に向けて

算数科の学習内容は，学習指導要領（学習指導要領第

3節算数平成10年12月告示）の中で「A数と計算」

「B量と測定」「C図形」「D数量関係」の4領域に分けら

れている。本研究をすすめるにおいて，今年度は「A数と

計算」領域に着目したいと考えた。数と計算領域の学習

は，他の領域に比べて計算の仕方や方法を理解し，反復

練習して定着していくことがねらいとなることが多くな

りがちである。しかし， 「A数と計算」領域は数のおもし

ろさや美しさを感じ，計算をすることによって見えてく

るものがあるだろう考えたからである。また，子どもた
ちの身の回りには，カレンダー，調理器具，メジャー，

建物などたくさん算数的なものがたくさんある。そのよ

うな題材を扱い教材開発をすることで発見的な学びがで

きるようにしたいと考える。

3 授業の実際

本研究において取り組んだ2つの単元について報告を

する。

3. 1. 虫食い算の学習より

3年生の加法減法の筆算の学習では， 2年生での学習を

基に，3位数4位数と扱う数が広がっても繰り上がりや

繰り下がりの計算方法は同じであることに気付き，計算

がより確実にできるようになることがねらいとなる。子

どもたちが思考を深めていきながら自然と筆算の反復練

習につながり，さらに数のおもしろさに気づいてほしい

と考え，虫食い算を活用した学習を展開した。

まず，「3桁十 3桁=3桁となる筆算で， 1~9 までの
数字を 1回ずつ使う」ことを前提として，最初は分から

ない数（虫食い）が 3つの場合を一人一人が個別に考え

ていった。その中で，学習のルールの把握だけでなく，

筆算の計算の仕方である「 1の位から順に計算をしてい

くこと」「10集まると次の位に1繰り上がりが生じるこ

と」など，筆算の仕方が基となっていることに気付かせ

るためである。その次に，虫食いが 5つの場合を考え，

全体で交流する中で，完成する筆算は一つではないこと

を把握しt~ これは，次の課題の手立てとなる。

最後の課題として，全てが分からない数（虫食い）に

なった時どのような筆算ができるのかを考えさせた。

一つのグループに数図カードを一組配布した。一枚の数

図カードを配布することで同じものを活用して考察して

いくことは，グループ間の協力が必須となってくるから

である。3人グループで交流しながら考えていくように

促した。（医 1)

図1. 3人グループでの活動の場面

【3人グループでの学習の様子】

今回， 3人グループを取り入れた学習を展開した。3

人グループにすることにより，ペア学習の時よりも積極

的に自分の考えを伝え，友だちの考えを聞かなければい

けなくなると考えたからである。また，ペア学習よりも

多様な考えが交流できると考えたからである。グループ

内で思考錯誤しながら個々に自分の考えをつぶやくこと

で，取りかかりが困難な児童にとっても友だちの考えに

触れることができ， 自分の考えを持つことができるから

である。

グループによって，考え方は多様であった。カードを

3人に配布してから学習を進めているグループ，無造作

に配置してからカードを入れ替えているグループ， 1の

位から順に正しく配置をしようと考えているグループな

どがあった。一つの筆算を見つけたグループは，それを

変化させて次の筆算を考えている場面も見られた。グル

ープでの話し合いの中で「繰り上がりがある。」や「百の

位は絶対に繰り上がりができたらだめ。」などのきまりも
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見つけることができていた）

【虫食い算による発見的な学び】

グループでの交流をしたあと，全体で考えを共有した。

（図 2)完成した 3つの筆算を比較する中で，「答えには

大きい数字が来る。」や「繰り上がりは一つだけできる。」

「答えの中の小さい数字2つを足すと 9になる。」などの

きまりが出された。しかし，全ての筆算に当てはまらな

いきまりも出てきた。（図 3)このように，見つけたきま

りを他の場合でも同じことが言えるかどうか新しい場合

で確かめていくこと（帰納的な考え方）の重要性にも気

づくことができた。
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図2 グループからの発表を基に全体で交流する

図3. 全体の交流の場で出たきまり

3. 2. あまりのあるわり算の学習より

子どもたち一人一人が興味関心をもって意欲的に取り

組めるように算数と身近な生活とを関連させた題材を扱

いたいという思いからカレンダーを用いた題材を設定し

た。なぜなら，身の回りにあるものの中に算数が活用さ

れていることに気付いてほしいと思ったからである。 1 

1月のカレンダーの 1日~7日だけを提示し， 1 1月2

6日は何曜日になるのかを考えていった。

【4人グループでの学習の様子】

本時では， 4人グループで考えを交流させた。子ども

たちは最初， 1 1月1日から順に書いて考えていく場面

が多く見られた。グループの一人が書いている様子を見

ながら「何かあるはず」と考えを巡らせている子，「あっ，

7のかけ算ができるところがある」と発見している子な

どがいた。そのようなつぶやきの中で，順に日数を書い

ていかなくても答えが求められることに徐々に気付いて

いく子が増えていた。自分の考えをグループの友だちに

伝えあう中で考えが明確になり，違う考え方を聞くこと

で多様な考え方ができることに気づいていく姿が見られ

た。（図4)
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図4. 4人グ）レープでの活動の様子

【カレンダーを用いた学習での発見的な学び】

すでにいくつかのグループが何だかの発見をしていた

が，グループによってばらつきがあったので，全体で意

見の交流をした。子どもたちは，自分たちの考えと同じ

ところや違うところはないか比較しながら問き合ってい

た。子どもたちから出された考え方には，全ての日を書

きこんで考える方法，カレンダーの中には 7の倍数にな

る曜日があることや， 日数を 7で割ったときのあまりの

仲間が曜日ごとに分けられていること，かけ算とたし算

を使っても答えが出せることなど出された。この時，

2677=3・ ・ ・5で考えた方法と，

7X3=21そこから 5を加えた方法を

同じ考えとして扱えばいいのか，違う考えとして扱えば

いいのか悩んだ。今回，同じ考えとして扱い，授業を進

めていったが，子どもたちの中には同じ考えとしたこと

で混乱してしまった子もいたようだ。瞬時の判断で，子

どもをみとり，どのように収束していくと分かりやすい

のか教師が瞬時に判断していかなければいけないと感じ

た。その後，他の月のカレンダーでも 11月のカレンダ

ーから発見したきまりが使えるかどうか検討し，カレン

ダーには 7で割り切れる曜日は異なるが， どの月でも同

じことが言えることを学習した。（図 5)そして，来年の

自分やグループの友だちの誕生日の曜日を考える際に，

きまりを使いながら調べていった。
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図5 帰納的な考え方に沿って説明している様子

4 授業の考察

「虫食い算」の学習では， 3人グループで数図カード

を用いて思考し，「あまりのあるわり算」の学習では， 4

人グループで自分たちの考えをプリントに書きながら思

考し，交流をすすめていっに個人での思考の場を設定

せずにグループ学習をすすめたことで，子どもたちが課

題に対する自分の考えや意見疑問を表出しやすかった

のではないかと考える。なぜなら，友だちと考えを伝え

あうことで一つの考えに固執するのではなく，「他の考え

方ができそう。」「全部書き出さなくてもできるかも。」な

ど，より算数的な考え方，論理的な考え方ができないだ

ろうかと考えられるようになってきたからである。また，

課題に取り組みにくい子どもも友だちの考えを聞き合う

ことで少しずつ自分の考えを持てるようになってきた。

しかし， 3人グループから 4人グループヘとグループの

人数を多くした場合中には他のグループの子に任せて

しまう子がいたり，グループとして意見がまとまらず納

得できなかった子がいたりした。これは，グループとし

て学習が成立できるように教師がみとり，グループの考

えが一つにまとまらなくてもいいことやその考えについ

てどう思うのか尋ねることが必要であった。

5 研究の成果と今後の課題

発見的な学びを大切にした算数指導の研究を進めた結

果子どもたちは何かきまりがあるのではないか，ただ

答えを導き出すだけでなく，前の学習したことと比較し

て違いを見つけたり答えまでのプロセスの中で同じ所や

違うところに着目したりするようになってきた。また，

一つの方法で完結してしまうのではなく，他の方法で解

決することができないか，どの方法が論理的な方法なの

かを少しずつ考えられるようにもなってきた）

また， 3人グループで，そして4人グループでの学習

を取り入れながら授業を展開していった。徐々に人数を

増やしていったが，その中でもペア学習を随時取り入れ

ていた。学習の中で話し合いながら学習を進めていく中

で，子どもたちは自分の思いや考えを素直に表出し，協

同的に考えていくことができるようになってきている。

さらに，協同的な学びをすすめるうえで，教師が学習の

場においてペア学習の方がいいのか，グループ学習の方

がいいのかを見極め，場の設定をする必要があると感じ

ている。

また，今回は個人思考の時間をとらず，グループでの

学習を設けた。本来なら子ども一人一人の考えを持たせ

るために時間をとり，そのうえで互いの考えを交流する

ためのグループ学習を取り入れたほうがいいのかもしれ

ない。実際，子どもたち全員が自分の考えをもって課題

に取り組むことができたかどうかは担任からは見えない

部分もあった。しかし，個人学習のあと，グループ学習

を取り入れ話し合い，最後に全体で話し合いをすると子

どもたちにとっては2回，同じようなことを話し合いす

るようになるのではないかという心配もあった。授業の

展開としてどちらの方がいいのか，今後の検討課題にな

ってくると考える。

最後に，プリントの配布についてである。グループ学

習をする中で，意図に応じて二通りあると考えている。

まず，グループに一枚のプリントを配布し，グループの

みんなで課題に向かって考えていく場合がある。これは，

グループで自分の考えを伝えあい，グループの考えとし

てまとめていきながら学習をすすめることができる。ま

た，子どもたちはグループ全員の考えを聞き合うことが

でき，自分の考えと比較しながら学習を進めることがで

きる。一方，自分の考えがまだ持てていない状態でグル

ープの友だちの意見を聞くことで学習はできていると思

うが，自分の考えをもたないまま流されてしまう可能性

もあるのではないかと考える。つぎに，子ども個々にプ

リントを配布して個人で課題に向かって取り組むが，自

分が悩んだ時や課題認解決した後に考えを確かめ合うた

めのグループとしての学習である。個人で取り組むので

自分の考えをしつかりともつことができるが，悩んだ時

に同じグJv--ープの子が個人で取り組んでいると声をかけ

にくかったりまだ取り組んでいるのに隣では考えを確か

め合っていたりする場合がある。グループとして協同的

な学びができるのかも自分の中で不安に思うところがあ

る。どちらの事例も，グループに一枚のプリントを配布

して学習を進めていった。今後はグループ学習のもち方

と共に，研究を進めていきたいと考える。
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